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病害予防用 薬 剤lの効果の研賢 官事7報
スライドによる粉剤lの効果検定
西門義
1.緒雷 Henry及び Wagner(l)は粉
剤の効果を簡単に試験する方法として、ペトリ
皿による場養試験方法を提案した。 McCallan
fりは氏の考案l.-tc試験管撒粉器で願微鏡用スヲ
イドに撒粉し、秤量して一定量撒粉されたスラ
イドのみを建てJ胞子発芽抑制力を検定した。筆
者等は大体 McCallanの方法に縫ったが嶺量
の粉剤主?々秤量する事は甚だ煩雑であるため
色kの程度に搬勝した民ヲイドを概準として定
め、との標準と肉眼及び顕微鏡で比較し℃大体
の堆積量を決定した.その方法並びに実験結果
を報告する。
.1.撒粉方法及び標準の決定
'(1)撒粉方法、内径1.7cm，長さ 18cmの厚
手試験管に内径3.5mmの長短2本のガラス管
を渇したゴム栓をはめ、長い方のガラス管ほ試
験管の底部にまで撞する占うにし、とれ陀ご漣
球音と連結ー し右送風する。 ζの撒粉器で撒粉する
には粉剤を多量に入れると結果がよ〈たい。大
体1.5-2cm位の深さに粉剤を入れて撒粉し
た。撒粉は出来るだけ均一にするためt亡、内径
17αTI，長さ 60cmのガヲス鐘を横にし、細い
口の方から撒粉した。スライドの裏側に粉剤が
附着するのを防ぐためガヲス板上にスヲイドをと
4 板並ペ、噴口と反対の側~置いた。噴口の直
ぐ前には直径5cmのガラス円筒を置き多量の
粉剤が直接スヲイド上に遣しないようにした。
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(2)栂準の決定。キシロ{ルに溶かしたノ?ル
サムをスライドに薄〈塗布し、梢k乾燥しかけ
た時、色荷な程度の量に撒粉し、犬型のカバー
グヲスを被せ密着させてパルサムで封やる。と
の時キシロールがよく乾操していたいと透明に
なって了ぅ。とのように準備したものを標準と
し、とれと同程度の濃度に撤粉したものを数回
秤量して、標準の堆積量色決定した。一枚のス
ヲイド上に撒粉された静剤の量は極めて徴量で
あるから、普通の化学天秤では秤量が胆難であ
る、をれで4枚のスヲ4ドに同時に撒粉し、 4
枚を一度に秤量し、とれから単位面積上の量を
換算した。標準と比較してノックメート紛〈大
内〉を撒粉した例を示せば第1表の如くである。
粉
第1表 ノックメート粉撒移期j
(4 A ライド上の重量〉
準 2唇
a.lmg 0.9 mg 
2.0 0.9 
1.R 0.9 
2.0 0.9 
1.9 G.8 
1.96 0.88 
lcm21曽 p 0.0宮5 0.011 
接 置
E 
A スライド B ガラス鐘 C ガラス同筒 D 撒粉器
Ut~匹研究豊作39巻第1M 13-16貰 19!'iO) - 13-
粉剤の種類聞にもたいした差はたく、大休標準 持準2の漫度に撒粉し、それに稲熱病菌、稲胡麻
1は単位.面積当り 0.025ー 0.03mg，標準2は 葉枯病菌、首青黒星病菌、小麦赤徹病菌の胞子
O.α均一0.013mgであった。更に顕微鏡によっ 浮静液(赤徽病菌のみは水道水では発芽が悪い
て見ればその差は極めて甑著であって槙準1と ので1%馬鈴薯煎汁液に浮世させ'tco)を噴霧し
標準2との撤粉量が相互に混同するような事は 漁窒としたガヲス零器中に保ち、 5時間後にホ
絶対にたかった。 ルマ!l y委主滴を加えて成長~停止せしめ、発芽
11.稲熱病、稲胡麻葉枯病、甘藷黒星 歩合を調査した。各区ともスライド4枚につい
病、小麦赤徹病菌に対する効果。 て試験し、 1枚のスライドについて100佃の胞
ボルドウダスト(三共〉、王銅粉(日産)、ノ 子の発芽を調査した。結果は第2衰の如〈であ
ツダメート粉(大内)、硫黄粉を標準1.及び標勢 る。ボルドウダストは標準1の濃度では非常にf
第 2表 稲熱病、稲胡麻葉枯病、甘藷黒星病、 tl、麦赤撒病菌に対する
替部jの胞子発茅抑制効果 (音量芽歩合〉
『ミト~り| 標準 1 (0.02…3mgflcm2) I標準 1(0.009-0.013時 11cmり
一一一一 』
病原菌 ------粉剤ボルドウ|玉銅粉 I~ ツク|硫黄粉|無微粉 .I~~ ~'1} 1 王銅粉|ノック|硫黄粉 | 無鰍粉、\、-I~;?ト I ....A...lII'r.I17，1 Iメート IV'"~W I ="M" ~~;?ト I __lI"rJ"rJ'J Iメート Ivn'_''''J 1 
稲熱病 1:":1
1.5 92.0 74.8 95.0 lC.3 
930 103| 
86.3 9!i.0 
1.6 98.8 78.7 100.0 10.8 97.9 I 0.6 90.8 100.0 
賞測イ直 7.0 69.0 0.8 80.8 82.8 64.8 79.8 0.8 82.8 82.8 
胡麻薬枯病
指車止 8.5 83.4 0.9 97.6 100.0 78.2 96.4 0.9 100.0 100.0 
38.3 。 72.8 83.3 
45.9 94.8 。107.2 I 100.。87.4 89.8 o I 113.5 100.0 
041ml 12 
64.8 事fl.6 100.0 
赤徹病
指数 0.4 I 9s.2 I 1.2 99.8 I 1∞.0 円4.8 96.6 1例).0
+有効であったが、黒星病菌に対しては効果顛 星病菌の如きはかえって発芽を促進された結果
箸とはいえたい。標準2の濃度では稿熱病菌に となった@ボルドウグストの場合を更に詳細に
は可成P有効であったが、他の3菌にはあまり有 検討すれば第3表の如〈である。標準1と標準
効でたかった。王銅粉は標準1の濃度でもほと 2との差は非常に鯛箸であるから有効濃度の限
んど効果がたかった。ノックメート粉は標準2 界は標準1と標準2の聞にあると推測される。
でもよ〈発芽を抑制し非常に有効であった。稀 吹に各病原菌の薬剤に対する抵抗力の差を見る
れに発芽したものもあったが、発芽管の成長は と第2表ではボルド!7ダストに対しでは黒星病
極めて悪かった。硫黄粉は発芽抑制の効果たく 菌が最も抵抗カ強〈、稲熱病菌が弱い。王銅粉
発芽管は無撒粉区と同程度に成長していた。黒 に対しては胡麻葉枯病菌が稲熱病菌より弱い。
第 3 表 稲熱病、稲胡麻葉枯病、台育黒星病、小愛着~般病菌に
対するボルドウダストの効果〈愛芽歩合〉
語 会 担E 準 I 機 準 :士竺平均I E E 置 v I E E E 
穏 熱 病 2 2 1 1 1.5 16 (44) 9 自 10.3 
胡麻繋枯病 1 13 8 8 7.0 16 73 62 58 64.8 
黒 星 病 41 37 46 29 38.3 70 63 80 78 72.8 
苛主 徹 病 。 1 。。 1 0.4 70 77 65 47 (3) 64.8 
( )は Thompoonの棄却検定法tcl:り除去す。
(14) - 14ー
ノYダメート粉では差が認められない。硫黄粉
では稽熱病菌が最も腸いよろである。西門、中
山、宮脇町はボル Fす夜に対して稲熱病菌は胡
肺葉枯病菌よ P抵抗カが強いのを見売。本研賓
の第1回実験に於てもさきの報告側と同様の結
果となったが第2回実験 f第二衰〕のボルドウ
グス‘ト区では反対の結果となった。それで稲熱
病菌と胡麻葉枯病菌について更に第3回実験を
行った。第1回、第3回の実験の結果は第4表
の如〈である。
長方が強〈、硫黄粉tて対しては常に胡麻葉枯病菌
の方が強い。 しかし輔剤に対ずる抵抗力は病原
菌の系統、培養僚件等tてよっても相異すると思
われるので情実験を重ねる必要があると思う。
IV粉剤lの流失猷験
第1試験 話国産と漫潰の 2方法Kょった。洗
糠方法は7kを入れたコYヅに標準1の濃度K撒
粉したスヲイドを静かに浸漬L、直ちに引揚げ
て乾蟻させ栢胡麻葉枯病菌の胞子浮瀧液を噴霧
して発芽試験を行った。 4回、 16回洗瀧の場合
第 4 表 楢熱病菌と楢胡麻葉枯病菌の掛剤に対する抵抗カ比較〈愛芽歩合〉
子三五一 模事 I 模事 Eボルドウ|玉銅粧|ノザク|硫黄粉|鰍粉 22I9|玉銅粉ljzf|硫黄粉l鰍粉~^ト メー ト
官事 質調j値 4.0 
51.0 94.0 11.0 92.0 94.0 
稲熱病
一 指量t 4.2 104.2 I 5.3 54.2 100.0 11.7 97.8 3.2! 81.9 100.0 
国
賞 賞訊n値 014901 。!日ol8401 10imo| 。|910l MO 
験 胡麻薬枯病 指数 o I 58.3 o I 64.3 I 1凹 .0 1.2 I 95.2 o I 108.3 I 1何 .0
第
稲熱病 1:τ| 08l叶。29.0 85.5 1.0 910l101680 85.5 一 0.6 I 95.3 。33.9 lOO.O 1.2 106.4 I 1.2 I 79.5 100.0 
回
資 |剛健 |195i 師 5 ぺ290I470 92.0 
験 胡麻薬枯病 指量生 21.2 I 72.:3 01 97.3 100.0 I 31.5 I 51.1 o I 91.3 100.0 
ボルドウダストに対しては第1回実験では稲
熱病菌が胡麻葉枯病菌よ P担〈第2回(第2表、
はそれぞれ4個、 1針固のコップを用意し女k と
移して行った。浸漬試験はコップ中に一定時間
第3回実験では胡麻葉枯病菌の方が担h。 浸潰し、最後に新鮮な水の入ったコップ中tc.1
王銅粉に対しては3回の実験とも稲熱病菌の卦 度浸演して引揚げた。結果は第5表の如〈であ
王.
無撤
第 5表 粉剤の流失試験 1 (稲胡麻薬枯病曹の後芽歩合〉
洗
無蕗理
3.6 
4.5 
i餓
1 
62.4 
78.3 
回
4 
74.6 
93.6 
敷
- ]5ー
16 
70.4 
88.3 
浸
無慮理
26.0 
28.0 
77.4 
潰
1 
89.4 
95.5 
90.0 
時
4 
91.1 
98.2 
87.9 
94.7 
95.0 
102.4 
(16) 
る。彦慣は各区5数のスヲイドについて2∞胞
子づL計10∞胞子を調査した。ノックメート粉
は16回洗瀧区でも可成P有効であった。ボルド
ウグスト、主銅粉、硫黄粉は1回の洗織で既に
効果がなくなった。第5表クコ漫漬試験の無処蓮華
区は洗糠試験の無処王監試験区より非常に発芽歩
合がよいのは発芽をよ〈するために 1%のプド
ゥ糟溶液に胞子を浮世宇させたためである。ボル
ドウグストの効果が著t....<低下したのはとのた
めかも知れない。
第2試験第1試験でスライドをコップより
引揚げる際、 1度水面に浮いた斡剤が再びスヲ
イドに附着するのが見られた。第2試験では水
をと入れたコップ中にスライドを浸演し静かに7k
を加えて水商に習いた粉剤を流し去った後、ス
ヲ'"rをヲ暢げた。此の実験では赤徹病原菌胞
子を馬鈴薯煎汗液に浮酵させたものを供試し
た。結果は第6衰のま日《である。第2試験の如
第6表粉剤の流失試験 E
〈小委赤猷病菌の愛芽歩合〉
----------島理 1"''h.. 1 1回 11時間 116時間
叫二ト--1鰯理|溌滋l漢漬|漫潰粉禽U~I I"~'''' I ~____':j 
ボー)1.γタ.，.，ト 0.25 96.00 99.α7 97.50 
五 鋭 粉 99.00 99.駁E 98.75 98.75 
Jヴクメート 0.75 99.25 9'i .liO 99.'i5 
事章 昔E 車昏 99.251 99.50 100.00 99.50 
費量 費量 粉 100.ω
〈処理すればノックメート粉でも 1回の洗畿で
殆んE効果がなくなっで了った。それ故第1試
験で16回洗瀧あるいは16時間浸演区でもノツグ
メ戸ト粉が梢占有効でbったのは固着性がよい
ためではなく、/ツクメート粉は極めて薄い濃
度で也有効であるから 1度水面に浮いた紛剤が
再び悶着して、それが有効であったものと，思わ
れる。戎に粉剤の固着性は粉剤粒子と植物葉面
の界商電気現象に関係ナるものであるから撤粉
の際は植物葉聞が草糊している方が均等に撒粉
されてかえワて結巣がよいと云われているo l-
かし水道水を噴霧したスライドに/ツグメート
粉左搬粉し 1度乾燥させたものについて前越L
たと同様君主洗瀬、浸漬試験を行った姉、大部分
の紛剤はスライド土佐残P、赤徽病原菌胞乎の
発芽を完全に抑制した。それ故極めて粒子会吹
きく固着性の悪い粉剤では震のある時に撤粉L
1度乾操させば多少とも流失喜と防ぐよう広なる
のではないかと思う。
v.摘 要
1.斡剤を一定画積に一定量搬粉する事は極
めて困難で遣うるが、一定量撒粉されたスライド
左標準と定め標準と比較しながら撒粉するとほ
ど{定量を撒粉する事が出来た。
2.稲熱病、稲胡廊、葉枯病、甘藷黒星病、
小麦赤徹病菌に対ナるボルドウグスト(三共〕市
主調粉(日産〉、ノックメート粉(大内)、硫黄粉
の効巣を顕微鏡用スライド上で検定した。此の
結果ノックメード粉が最も有効でボルドウグス
トも可成b有効であった。王銅粉、硫黄粉は効
巣がたかった。
3.王錦掛に対しては稲熱病菌の方が胡麻薬
枯病菌よ P抵抗力強く、硫黄粉に対しては稲熱
病菌の方が調いようであったが、病原菌閣の繋
剤に対する抵抗力の差は術実験を重ねる必要が
あるようである。
4.ボルドウダスト、 Jツクヌート粉の如き
有効な粉剤も顕微鏡用スヲイドに撤粉したもの
は1聞の洗瀧で殆ど流失してしまい効果がたく
なった。
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